
事業主体　福　井　県

大堤谷地区 農業用用排水施設事業 計画概 要書

令 和 ８ 年 度 着 手

【 】た め 池 等 整 備 事 業 （ 防 災 重 点 緊 急 整 備 型 ）



第１章　　目　　的

第２章　　地域の所在及び現況

　第１節　　地　　域

：

　第２節　　地　　積

事業名

地　目 備　　　　　考

市町村名

　第３節　　現　　況

　　１．気　　象

( )

吉波、栃原　地係永平寺町

平 均 降 水 日 数 (日) 11

15.1

９月

平 均 降 水 量

最 多 風 向 S(南) 最　　大　　風　　速 21.8

根 雪 期 間

無 霜 期 間 ４月 ～ １１月

１２月 ３月～

ｍ/ｓ

日 間

日 間

1517

(mm) 194 207 202

平 均 気 温 (℃) 23.8 8.9

４月R 2 ５月 ～ 年 間観 測 期 間 Ｈ 23 ～ １０月 ～

計 ま た は 平 均

11.8計

観 測 所 名 福 井 観 測 所 か ん が い 期

  －

非 か ん が い 期

  －

11.8   －永 平 寺 町   －

(ha)(ha)(ha) (ha)

11.8

計

11.8

本地区のため池は3つあり、大堤谷第1、第3については、明治時代に築造され、現在に至って

おり、大堤谷第4については、昭和46～47年度かけて農業構造改善事業 浄法寺地区により築造

され、現在に至っている。

本地区のため池は、令和2年10月に施行された防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進

に関する特別措置法に基づく防災重点農業用ため池に指定されており、この法律に基づいて実施

した地震・豪雨耐性評価の調査により、基準値を下回る結果となっている。ため池堤体が常時・

地震時における安定性に欠け、堤体崩壊の危険が極めて高い状態である。

よって、本事業により安全性に欠けた不安定なため池の改修を実施し、営農労力と維持管理の

低減を図るとともに、農業生産の維持、農業経営の安定および地域住民の暮らしの安全の確保を

図り、災害に強い農村づくりを目指す。

畑 その他田

農 業 用 用 排 水 施 設
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　　２．地　形　地　質

　　３．水　利　状　況

　　４．営　農　状　況

　　５．地域環境の概略

本地区は、永平寺町の北部に位置し、一級河川 九頭竜川の右岸側に広がる農業地域であり、

豊かな自然に囲まれた地区である。

本地区の地形は標高52.4～71.1ｍ、主傾斜1/25の平坦地で地質は粘質の沖積世非固結水成岩か

らなる。

本地区の農業用水は、渓流水を水源としており、ため池を経由し、開水路により地区内を灌漑
している。

　本地区の農業は、認定農業者（農地所有適格法人：1組織）を主体に農地集積が進んでいる。
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第３章　　基　本　計　画

　第１節　　計　画　の　要　旨

　　１．要　　旨

　　２．事業別面積

土地利用区分

備　　　　　考

工　区

　第２節　　営　農　計　画

　第３節　　環境との調和への配慮

その他 計

農 業 用 用 排 水 施 設

(ha)

用 水 改 良 11.8

(ha) (ha)

本地区ため池は、常時・地震時における安定性に欠け、堤体崩壊の危険が極めて高い状態であ

る。

よって、本事業により脆弱化した堤体を改良土によりかさ上げを行うことで、安全性を確保

し、更に、老朽化した洪水吐等も併せて整備を行い、災害発生を未然に防止する必要がある。

計   －   －

  －

旧　田

  － 11.8

　本地区では、現在作付けされている水稲＋小麦を今後も作付けしていく計画である。

(ha)

  － 11.8

(ha)

  －

新規田 輪換耕地 普通畑

  －

  －11.8

　施工の際は、建設機械は排出ガス対策型建設機械、低騒音低振動型建設機械の使用に努め、大

気環境の汚染及び騒音・振動を防止する他、ドライ施工を心がけ、濁水の発生軽減に努める。ま

た、施工による建設廃材の発生を可能な限り抑制又は、リサイクルする他、野生生物への配慮と

して、原則、地区内発生土を利用し多様な緑地等の保全に努める。
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　第４節　　計画基本事項

　１．農業用用排水施設事業

　　ア）．ため池整備計画ア）．用水計画

　・確　　率　　１／　１０

　・連続干天日数　２９日（１９９７年）

　（福井地方気象台福井観測所１９９５年～２０２４年［３０年間］）

第４章　工事又は管理の要領

　第１節　　工　事　の　内　容

　１．農業用用排水施設事業

　　ア）．ため池整備計画ア）ため池工

・大堤谷第１ N=1.0式

・大堤谷第３ N=1.0式

・大堤谷第４ N=1.0式

　第２節　　予　定　工　期

　第３節　　管　理　の　要　領

（ 堤体工、洪水吐工 ）

（ ）堤体工、洪水吐工

（ 堤体工、洪水吐工、遮水シート敷設工 ）

　本事業により設置された農業用施設は、吉波区が管理する。

令和 ８ 年 ～ 年令和 １２
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第５章　　換地計画の要領

　第１節　　換地計画樹立の必要性

　第２節　　換地計画樹立の基本方針

　　１．従前の土地の地積の基準

　　２．農用地集団化の方法

区　分 個　人　別　換　地　の　方　法

換地区

　　３．非農用地の換地方針

　　４．清　算　の　方　法

換地区 地　　積　　の　　基　　準

団 地 の 設 定

地 帯 別

グ ル ー プ 別 １ 戸 当 た り 区 画 畦 畔 の

目 標 団 地 数 取 り 扱 い
位 置 選 択

該 当 事 項 な し

該 当 事 項 な し

該 当 事 項 な し

該 当 事 項 な し

該 当 事 項 な し
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　第３節　　土地改良法第５条第６項に規定する国有地等の編入に係る地積

単位:ha

区　分 機　能　交　換　に　係　る　土　地

用　途

　第４節　　換地処分の時期に関する特則

合 計
市町村有地県 有 地 計

一 般

国 有 地

計

国 有 地

該 当 事 項 な し

該 当 事 項 な し
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第６章　　費　用　の　概　算

令和 年度価格

第７章　　効　　用

令和 年度価格

:

: ％

: ％

第８章　　他の事業との関連

第９章　　計 画 概 要 図

別　　添　　図　　面　　参　　照

該　　当　　事　　業　　な　　し

520,000計 520,000       －

7

区　　　　　分
年  総  効  果
(  便  益  )額

(千円)

年    増    加
農 業 所 得 額

(千円)
備　　　　　考

営 農 経 費 節 減 効 果

農 村 の 持 続 的 発 展

区 分
事   業   費

(千円)

7

備　　　　　考

      － 520,000

総 事 業 費
(千円)

事   務   費
(千円)

520,000全 区

に 関 す る 効 果 4,646         － 総費用総便益比 1.17

作 物 生 産 効 果
5,095         － 総 所 得 償 還 率 －

食 料 の 安 定 供 給 の 確 保

414△                   － 増加所得償還率 －

維持管理費節減効果
35△                    －

に 関 す る 効 果 9,268         －

災害防止効果(農業)
9,268         －

多 面 的 機 能 の 発 揮

に 関 す る 効 果

農 村 の 振 興

に 関 す る 効 果 17,509         －

災害防止効果(一般)
17,509         －

933         －

計
33,148

933         －

国 産 農 産 物
安 定 供 給 効 果

そ の 他 効 果

792         －

災害防止効果(公共)
792         －
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事 業 の 負 担 区 分 の 予 定 及 び 地 元 負 担 の 予 定 基 準

１　　事業費の負担区分の予定

令和 年度価格

　　１）総　事　業　費

･ [ ]

[ ]

　　２）負　担　区　分

【農業用用排水施設事業】 令和 年度価格 (千円)

２　　地元負担の予定基準

３　　負　担　団　体

農業用用排水 ５２０，０００ 千円也 事業費 ５２０，０００ 千円也

7

7

区　　　　分 補 助 率 金　　　　額 計

事務費 － 千円也

国 庫 補 助

事 業 費

事 務 費
２８６，０００

－ ％ －　　　　　

55.00 ％ ２８６，０００

県 費

事 業 費

事 務 費
５２，０００

事 業 費

分
担
金

永 平 寺 町

事 務 費

地 元

事 業 費

－ ％ －　　　　　

35.00 ％ １８２，０００

１８２，０００

－ ％ －　　　　　

10.00 ％ ５２，０００

－ ％ －　　　　　

－ ％ －　　　　　

事 務 費
－　　　　　

計

事 業 費

事 務 費

該 　当 　事 　項 　な 　し

永 平 寺 町

５２０，０００

５２０，０００

－　　　　　
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１　管　理　者

２　管理すべき施設の種類

３　貯水、放流、取水又は排水に関する基本的事項

４　管理に要する費用の概算

　（１）費　用　の　概　要 令和 年度価格

Ａ＝ ha

　（２）負　担　の　方　法

５　その他管理方法に関する基本的事項

堤長42.4m×堤高3.7m
Ｖ＝2,300㎥

堤長41.5m×堤高5.0m
Ｖ＝9,500㎥

堤長58.0m×堤高8.9m
Ｖ＝15,400㎥

10 ａ 当 り

た め 池

大堤谷第１

大堤谷第３

大堤谷第４

永平寺町吉波地係

永平寺町吉波地係

永平寺町吉波地係

耐用

　当該施設は農繁期における灌漑用水の貯水を目的とする。但し、地震、豪雨等により堤体の弱

体化が想定される際には、緊急放流を行うものとする。

年数

耐用年数間の

合 計 年 負 担 額

7

備 考

80213 千円 千円 1,805

　施設の管理は永平寺町が定める管理規定に基づいて行う。

年 間

維 持管 理費

た め 池

種 類

17,040

　受益の地積割りに賦課する。

大堤谷地区　ため池等整備事業（防災重点緊急整備型）によって造成された施設の予定管理方法

吉波区

種 類 名 称 位 置 施 設 の 規 模 備 考

11.8円

- 9 -



一 定 地 域 調 書
（ 県 営 土 地 改 良 事 業 ）

大 堤 谷 地 区
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一   定   地   域   調   書
【農業用用排水施設事業】 ため池等整備事業（防災重点緊急整備型）　大堤谷地区

市町名 大　字 字番 地　　　　　　　　域

永平寺町 吉波 3 101

4 102-1 103-1 103-2 105-1 105-2 107 109

111 113-1

6 101 102-1 102-2 104-1 105 106-1 106-2

107-1 109 111-1 113-1 115-1 116-1 117

119 121 123 125-1 125-2 125-3 127-1

127-2 127-3 127-4 127-5 127-6

8 101-1 101-2 101-3 101-4 101-5 102 103-1

103-2 103-3 105 107 109-1 109-2 111-1

9 101 102 103 105 107 109 111

113 115-1 116-1 116-2

12 101 103

17 102 104 105 107 109-1 109-2 109-3

109-4 109-5 111

20 101-1 102 104 106-1 106-2 114 116

118 119-1 119-2 120 122-1 130 132

133 134 136 138

22 109-1 111-1 111-2 112-1 114-1 116-1

栃原 1 101 103 104 105-1 105-2 105-3 105-4

- 11 -



上 浄 法 寺

栃 原

吉 波

岩 野

線

谷

後

道

林

林

道

吉

波

線

主 要 地 方 道 勝 山 丸 岡 線

神 明 神 社

浄

法

寺

郵

便

局

志

比

北

幼

児

園

王 剣 神 社

吉

波

神

社

志 比 北 小 学 校

永 平 寺 生 活 改 善 セ ンタ ー

谷 ふ れ あ い 会 館

白 山 神 社

志 比 公 民館

吉 波 集 落

生 活 改 善 セ ン タ ー

川

波

吉

的

九 頭 竜 川

261.2

51.4

80

65.7

46.7

45.2

53.0

50.5

50.3

65.6

67.5

52.1

56.8

61.2

61.2

65.0

60.5

62.0

62.9

62.5

65.4

64.7

62.4

65.0

84.9

61.2

74.8

74.6

72.3

90

71.9

70.9

79.2

99.3

87.1

87.5

80.3

95.3

80.9

91.3

100

1 1
0

1
4
0

133.1

134.9

113.1

87.0

61.7

59.6

61.3

61.1

63.0

56.6

70

77.6

79.6

82.0

69.4

75.1

75.7

65.8

70.4

68.5

64.3

66.7

63.8

80

76.9

72.8

1 1
0

100

75.0

8 0

73.5

73.0

86.8

68.973.1

1 0
0

123.4

1 1
0

160

1
5
0

164.8

79.0

93.1

113.1

18
0

1
40

1 8
0 1 6
0

13
0

225.0

199.1

103.2

211.4

212.9

8
0

90

11
0

1
4
0

1
3
0

140

200

81.0

68.0

66.9

65.5

69.7

92.7

97.3

81.1

78.2

76.6

81.0

80

90

102

93.0

7 0

8
0

100

9 0

150

123.2

143.0

100

8 0

92.7

96.7

76.5

85.9

1
0
0

110

9 0

123.0

93.1

96.7

1 6
0

150

110

149.8

121.3

145.0

90.9

180

181.3

225.2

132.8

110.5

130

121.3

118.6

105.2

200

161.2

191.1

147.7

11
0

10
0

110

2
1
0

220

1
9
0

203.5

225.2

202.9

2 20

260

1 7
0

2
10

1
5
0

295.8
163.8

131.5

230

291.2

292.9

243.0

240

210

175.2

223.4

230.9

2 3 0

290

2 3
0

335.2

295.0

310

2
5
0

365.0

12
0

140

12
0

17
0

23
0

240

99.5

104.7

110

8
0

1 6
0

2
1
0

19
0

1 20

280

220

19
0

1
80

26
0

270

2 40

250

1
40

120

13
0

110

9 0

1 0 0

1 1 0

1 3
0

1 1
0

90

80

70

1
3
0

1
0
0

11
0

70

19
0

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

農 村 公 園

グ ラ ウ ン ド

Ｗ

体 育 館

（ 採 土 場 ）

公 園

吉 波

栃 原

谷

林

主

要

地

方

道

勝

山

丸

岡

線

後

道

浄

法

寺

橋 栃 原 神 社

栃 原 集 落

生活 改 善 セ ン タ ー

能

川吉

波

川

時

69.1

60.0

60.0

64.1

58.9

64.4

65.9

64.5

72.8

61.2

65.2

70.9

68.8

84.9

74.3

80

71.9

73.0

70.3

67.1

78.9

8 0

53.8
48.8

49.7

49.2

51.6

52.4

50.3
50

50.2
49.7

49.6

51.3

52.1

47.9

45.8

45.5

45.6

45.4

46.4

50

48.7

48.8

50.0

49.3

55.1

49.3

54.7

48.2

56.6

46.6

48.3

53.5

54.0

56.6
57.7

56.1

63.1

54.6

66.5

50
52.1

59.2
69.1

58.5

50

49.5

51.7

58.6

58.8

59.9

65.1

70 9 0

80

90

上 浄 法 寺

的川大橋

的

川
１
０
０

１
３

０

44.5

51.9

45.0

55.4

80

60.8

70

50.8

51.3

54.9

101.2

8 0

121.0

160

140

180

137.6

76.5

Ｗ

Ｗ

飯 島

48.5

44.5

.0

47.6

44.5

45.6

Ｗ

福 井 県 内 位 置 図

滋 賀県

勝山市

美浜町

越前市

小浜市
若狭町

坂井市

鯖江市

池田町

永平寺町
福井市

敦賀市

岐 阜県

大野市

高浜町

あわら市

南越前町

おおい町

石 川県

越前町

本地区

200100

Scale＝1:2500

3000m

令和８年度新規採択希望 県営土地改良事業 大堤谷地区
（農業用用排水施設（ため池等整備事業（防災重点緊急整備型））事業） 計画平面図

大堤谷第4

流域面積:A=3.7ha

大堤谷第3
流域面積:A=3.8ha

大堤谷第1
流域面積:A=1.4ha

主要地方道
勝山丸岡線

一級河川
九頭竜川

事業主体

主
要
工
事
計
画

全体事業費 ５２０，０００千円

１１．８ｈａ

N=1.0式

事 業 概 要

N=1.0式・堤体盛土工

福 井 県

受益面積

・洪水吐工

ため池整備

●大堤谷第1

N=3箇所

受 益

数 量

11.8 ha

凡 例

名 称

不可避受益

色 別

大堤谷第1ため池

大堤谷第3ため池

大堤谷第4ため池

0.3 ha

計

画

た め 池 3 箇所

既
設
利
用

流 域 8.9 ha

県 道

河 川

用 水 路

N=1.0式

N=1.0式・堤体盛土工

・洪水吐工

●大堤谷第3

N=1.0式・漏水対策工

N=1.0式

N=1.0式・堤体盛土工

・洪水吐工

●大堤谷第4
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大堤谷第4ため池

標 準 断 面 図
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大堤谷第3ため池
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大堤谷第1ため池
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地盤改良 c=340kN/m2

腰積ブロック

控え35cm,H=1.4m

改良土盛土 c=180kN/m2

掘削

張ブロック

t=12cm

改良土盛土 c=130kN/m2

ベントナイトシート

L=16.6m

掘削

張ブロック

t=12cm

腰積ブロック

控え35cm,H=1.4m

腰積ブロック

控え35cm,H=1.4m

改良土盛土 c=170kN/m2

掘削

大堤谷第３受益 8.4 ha

大堤谷第４受益 11.8 ha

大堤谷第１受益 8.9 ha


